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被
爆
71
年
目
。
今
年
も
８
月

４
日
か
ら
広
島
で
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
、
そ
し
て
世
界
各

国
か
ら
平
和
を
願
い
、「
再
び

広
島
・
長
崎
を
繰
り
返
す
な
」

と
、
ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ
へ

の
運
動
に
参
加
す
る
代
表
、
約

５
千
５
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
生
き
て
い
る
う
ち
に
、
原

水
爆
を
地
球
上
か
ら
な
く
す
一

歩
を
踏
み
出
し
て
欲
し
い
」
と

い
う
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
願
い
を
託

し
た
国
際
署
名
の
推
進
を
、
全

体
会
で
も
分
科
会
で
も
、
被
爆

者
自
ら
が
、
力
を
振
り
絞
っ
て

訴
え
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
に
県
医
労
か
ら
二

戸
支
部
、
南
光
支
部（
２
人
）、

本
部
の
４
人
が
、
岩
手
県
代
表

団
27
人
の
一
員
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
以
下
、
感
想
を
紹
介

し
ま
す
。

　

広
島
は
、
そ
の
暑
さ
が
ま
っ

た
り
と
肌
を
包
み
込
み
、
呼
吸

も
苦
し
く
な
る
く
ら
い
で
し

ず
つ
で
も
伝
え
て
い
く
こ
と
か

ら
始
め
よ
う
と
強
く
思
い
ま
し

た
。

　
　

二
戸
支
部　

○
○
○
○
○

　
　

　

40
年
ぶ
り
に
８
月
６
日
の
広

島
に
立
ち
ま
し
た
。
い
つ
も
は

テ
レ
ビ
の
前
で
す
が
、
こ
の
日

の
８
時
15
分
に
は
日
本
医
労
連

が
呼
び
か
け
る
、
赤
十
字
原
爆

病
院
前
の
慰
霊
祭
に
参
列
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
原
爆
で

ゆ
が
ん
だ
当
時
の
病
院
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
見
つ
つ
、
地
上

の
い
っ
さ
い
を
破
壊
し
尽
く
す

原
爆
の
非
人
道
性
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　

本
部　

○
○
○
○

た
。
そ
の
中
を
水
を
求
め
、
母

を
求
め
、
彷さ
ま
よ徨
い
力
尽
き
て

い
っ
た
71
年
前
の
原
爆
投
下
の

広
島
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

朝
か
ら
自
己
主
張
し
、
命
の
限

り
鳴
き
続
け
る
蝉
は
ま
さ
に
ヒ

バ
ク
シ
ャ
の
訴
え
の
よ
う
に
さ

え
感
じ
ま
し
た
。
ヒ
バ
ク
シ
ャ

の
体
験
談
は
胸
が
締
め
付
け
ら

れ
る
思
い
で
し
た
。
ど
う
ぞ
皆

さ
ん
も
広
島
に
行
っ
て
、見
て
、

そ
し
て
感
じ
て
下
さ
い
。
核
兵

器
な
ん
て
必
要
な
い
と
い
う
こ

と
を
。

　
　
　

南
光
支
部　

○
○
○
○

　

原
水
爆
禁
止
２
０
１
６
年
世

界
大
会･

広
島
大
会
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
世
界
大
会
で
は
世
界
中

の
沢
山
の
方
々
の
、
平
和
へ
の

想
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
同

時
に
現
在
の
日
本
や
世
界
の
状

況
を
知
り
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
が
心
配
に
な
り
ま
す
。
私
に

何
が
で
き
る
の
か
、
戦
争
の
な

い
平
和
な
世
界
を
願
い
、
原
水

爆
禁
止
運
動
に
参
加
し
、
声
を

届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

南
光
支
部　

○
○
○
○
○

　

初
め
て
広
島
に
行
き
、
原
爆

ド
ー
ム
を
見
ま
し
た
。
実
際
、

目
の
前
に
し
た
時
、
71
年
前
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
に
、
当

時
の
瓦
礫
が
そ
の
ま
ま
で
、
言

葉
を
失
い
ま
し
た
。
分
科
会
や

閉
会
式
で
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
生

の
声
を
聞
き
、
悲
痛
な
想
い
、

今
も
ま
だ
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ

る
記
憶
、
原
爆
の
後
遺
症
に
苦

し
む
現
在
の
言
葉
が
強
く
胸
に

残
り
ま
し
た
。
戦
争
を
知
ら
な

い
私
た
ち
の
世
代
が
代
弁
者
と

な
り
、
少
し
ず
つ
で
も
、
一
人

蝉しぐれの聞こえる原爆ドーム前

県医労から4人が参加

８時１５分の空と原爆病院遺構

２０２０年までに、世界で数億人へ

ヒバクシャの願い、この署名に
原水爆禁止世界大会・広島



2

「
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上
げ

で
景
気
回
復
を
」
が
、
今
や
国

民
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
て

い
る
こ
と
の
証
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
初
任
給
で

１
５
０
０
円
、
若
年
層
以
外
で

４
０
０
円
と
い
う
改
定
額
は
、

公
務
職
場
の
生
活
改
善
に
は
結

び
つ
か
な
い
低
水
準
の
も
の
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。ま
た
、

配
偶
者
の
扶
養
手
当
の
見
直
し

　

８
月
８
日
、
２
０
１
６
年
人

事
院
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
は
本
来
国
家
公
務

員
の
労
働
条
件
を
改
善
す
る
た

め
の
勧
告
で
す
が
、
私
た
ち
県

職
員
の
人
事
委
員
会
勧
告
に
も

大
き
な
影
響
の
あ
る
も
の
で
す
。

　

３
年
連
続
で
月
例
給
・
一
時

金
の
プ
ラ
ス
勧
告
は
、
春
闘
を

起
点
に
し
た
公
務
・
民
間
共
同

の
た
た
か
い
の
成
果
で
あ
り
、

は
、
職
員
の
生
活
実
態
か
ら
み

て
不
当
な
賃
下
げ
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
も
、
昨
年
の
勧
告
が
、
民

間
の
実
態
か
ら
み
て
「
見
直
す

状
況
に
な
い
」
と
し
て
い
た
も

の
を
、
政
府
の
要
請
を
受
け
、

突
如
、「
民
間
企
業
及
び
公
務

に
お
け
る
状
況
の
変
化
」
を
理

由
に
行
う
と
し
た
こ
と
自
体
、

認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、「
本
府
省
業

務
調
整
手
当
」や「
専
門
ス
タ
ッ

フ
職
俸
給
表
」
は
地
方
公
務
員

に
は
当
て
は
ま
ら
ず
、
中
央
省

庁
優
遇
・
地
方
切
り
捨
て
と
い

え
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な

横
暴
を
許
さ
な
い
た
め
、
様
々

な
集
会
が
企
画
さ
れ
ま
す
の

で
、
組
合
員
が
結
集
し
、
改
悪

を
阻
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

２０１６年
人事院勧告

政
府
・
財
界
い
い
な
り　
扶
養
手
当
改
悪

３
年
連
続
の
月
例
給
、ボ
ー
ナ
ス
引
き
上
げ

政
府
・
財
界
い
い
な
り　
扶
養
手
当
改
悪

給与勧告の骨子（ポイント）
月例給、ボーナスともに引上げ

給与制度の改正

１、民間給与との較差（0.17％）を
埋めるため、俸給表の水準を引
上げるとともに、給与制度の総
合的見直しにおける本府省業務
調整手当の手当額を引上げ

２、ボーナスを引き上げ（0.1月分）、
民間の支給状況等を踏まえ勤勉
手当に配分

１、給与制度の総合的見直しにつ
いて、本府省業務調整手当の
手当額を引上げ

２、配偶者に係る扶養手当の手当
額を他の扶養親族と同額と
し、子に係る手当額を引上げ

３、専門スタッフ職俸給表に４級
を新設

医労連からカンパ手交
８月１９日に新築落成式 仙台満喫！支部旅行山田支部だより

　山田病院は、９
月１日開院に向け
て8月19日に落成
式を行いました。
　これにあわせて、
岩手医労連は全国

から寄せられた東日本大震災・津波カンパの
中から、組合事
務室準備資金と
して10万円を、
山田支部に贈呈
しました。

　山田支部は、７月30・31日に支部旅行を
行い、組合員、家族、臨時職員など20人が参
加しました。
　貸切バスで宮城県に向かい、仙台市水族館、
キリンビール工場、三井アウトレット、アン
パンマンショーを見学し、宿泊は作並温泉。
　参加者は、
「ホテルの
バイキング
と、 プ ー ル
もよかった」
とニッコリ。

仮設診療センターを訪問しカンパ手交 キリンビール工場前で集合写真
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体
で
参
加
者
は
１
３
０
名
と
な

り
ま
し
た
。
記
念
講
演
は
「
死

の
受
け
入
れ
方
─
自
分
と
家
族

と
」
と
題
し
て
、
東
京
の
代
々

木
病
院
精
神
科
医
師
・
中
澤
正

夫
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。
現
在

79
歳
の
中
澤
さ
ん
は
、
25
年
前

50
代
だ
っ
た
同
僚
が

目
の
前
で
突
然
亡
く

な
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
54
歳
で
終
活

を
始
め
、
著
書
「
死

の
育
て
方
」を
出
版
。

東
日
本
大
震
災
や
広

島
・
長
崎
の
被
爆
者

の
大
量
な
不
条
理
な

死
は
、
許
せ
な
い
と

訴
え
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
後
に
福
島

県
の
原
発
被
災
者
の

　

岩
手
県
医
療
研
究
集
会
が
、

７
月
23
日（
土
）水
産
会
館
・
県

民
会
館
で
「
い
の
ち
の
尊
厳
を

守
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
県
医
労
か
ら
12
支

部
・
本
部
28
名
が
参
加
、
県
内

各
地
や
県
外
の
市
民
も
含
め
全

た
め
に
毎
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

診
療
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
身

の
死
・
家
族
の
死
に
つ
い
て
考

え
る
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
看
護
・
介
護
・
精

神
の
分
科
会
と
基
礎
講
座
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
看
護
分
科
会
で

は
、
慢
性
疲
労
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
長
・
佐
々
木
司
さ
ん
が「
い

き
い
き
働
き
続
け
ら
れ
る
た
め

に
」、
看
護
師
の
夜
勤
リ
ス
ク

と
正
循
環
に
つ
い
て
講
演
。「
人

間
の
体
の
リ
ズ
ム
は
25
時
間
。

時
計
回
り
の
シ
フ
ト（
正
循
環

勤
務
）が
体
に
優
し
い
勤
務
。

夜
勤
は
乳
が
ん
と
前
立
腺
癌
の

リ
ス
ク
が
高
い
」
と
佐
々
木
さ

ん
は
話
し
ま
し
た
。

精神科医師・中澤正夫氏による記念講演

　８月11日胆沢支部では、大人25名子供16名
が参加して金ケ崎「大松沢家」で、「お化け会
議＆妖怪弁当の会」を開催。お化け、妖怪の研
究をしている千葉周秋氏から、お化けや妖怪に

ついて、楽しい話や怖い話を
していただきました。さら
に、手が込んだ妖怪弁当を
みて大人も子どもも大喜び。
見て楽しみ食
べて楽しんだ
会になりまし
た。

みんなで要求をかかげて

第
41
回
岩
手
県
医
療
研
究
集
会
開
催

「
い
の
ち
の
尊
厳
守
ろ
う
」
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女性部

　

「
生い
の
ち命
を
生
み
だ
す
母
親
は

　

生い
の
ち命

を
育
て　

生い
の
ち命

を
ま
も

る
こ
と
を
の
ぞ
み
ま
す
」

　

８
月
20
日
〜
21
日
、
女
性
参

政
権
行
使
70
年
、
憲
法
公
布
70

年
の
節
目
の
今
年
、
第
62
回
日

本
母
親
大
会
が
、
い
の
ち
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
石
川
・
福

井
の
両
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
二
日
間
で
延
べ

９
，
３
０
０
人（
県
医
労
６
支

部
・
本
部
16
名
）が
参
加
し
ま

し
た
。

　

１
日
目
は
、
教
育
、
社
会
保

障
、
平
和
、
原
発
な
ど
７
つ
の

問
題
別
集
会
が
行
わ
れ
、
４
，

７
０
０
人
が
学
習
・
交
流
し
ま

し
た
。
集
会
後
は
、
各
会
場
か

ら
母
親
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
金
沢
市
で
全
体
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
「
輪
島
・
和
太
鼓
虎
之

介
」、
文
化
行

事
の
「
加
賀
獅

子
舞
」は
共
に
、

幼
児
か
ら
大
人

ま
で
、
幅
広
い

年
代
で
演
じ
て

い
る
の
が
印
象

的
で
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
琉
球
新
報
社

編
集
局
部
長
の
島
洋
子
さ
ん
。

　

冒
頭
、
沖
縄
の
婦
女
暴
行
事

件
に
触
れ
、
基
地
を
な
く
す
と

い
う
願
い
が
、
オ
ー
ル
沖
縄
の

候
補
者
の
当
選
に
つ
な
が
っ

た
、
と
の
言
葉
に
拍
手
が
わ
き

起
こ
り
ま

し
た
。

　

最
後
に

「
沖
縄
の

民
意
を
無

視
し
て
基

地
を
つ
く

ろ
う
と
す

る
安
倍
政
権
と
の
た
た
か
い
は

こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。『
い

な
ぐ　

さ
ち
ば
い
（
女
性
は　

先
駆
者
）』。
女
性
が
運
動
の
先

頭
に
立
ち
ま
し
ょ
う
」
と
結
び

ま
し
た
。

　

地
元
・
石
川
や
若
者
の
た
た

か
い
、
被
災
地
か
ら
の
訴
え
な

ど
の
あ
と
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
、

岩
手
県
代
表
団
は
「
あ
ま
ち
ゃ

ん
」
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
の
っ

て
登
壇
し
、
８
メ
ー
ト
ル
の
横

断
幕
、大
漁
旗
を
振
り
な
が
ら
、

来
年
の
岩
手
開
催
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

8月21日、石川県産業展示館で開催された全体会。4,600人が参加。

オープニングの輪島・和太鼓虎之介

文化行事
の加賀獅

子舞

記念講演の島洋子さん
(琉球新報社編集局政治部長）

第62回
日本母親大会
in 石川・福井
８月20～21日

第62回
日本母親大会
in 石川・福井
８月20～21日

いのち・平和を守る
　先頭に立ちましょう
来年は、いよいよ岩手開催
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青年部

法
人
光
寿
会
理
事
長
の
太
田
宣

承
さ
ん
を
講
師
に
「
こ
こ
ろ
の

声
、
聴
こ
え
て
ま
す
か
」
と
題

し
て
学
習
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
高
齢
者
や
終
末
期
患
者
と

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
自
ら

の
経
験
を
も
と
に
楽
し
く
わ
か

り
や
す
く
お
話
し
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
普
段
の
患
者
さ
ん
へ
の
接
し

方
を
見
直
す
機
会
に
な
っ
た
」

「
共
感
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
」

な
ど
、
ま
た
聴
き
た
い
と
い
う

感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
医
労
青
年
部
第
59
回
定
期

大
会
は
７
月
30
日
、
盛
岡
市
つ

な
ぎ
「
ホ
テ
ル
紫
苑
」
で
行
わ

れ
、
代
議
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・

役
員
等
あ
わ
せ
て
13
支
部
31
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
る
前
に
、
西
和
賀

町
の
碧
祥
寺
住
職
で
社
会
福
祉

　

大
会
の
討
論
で
は
、
運
動
方

針
を
補
強
す
る
立
場
で
、
支
部

活
動
の
紹
介
や
職
場
実
態
の
報

告
、
組
織
拡
大
に
向
け
た
決
意

な
ど
出
席
し
た
す
べ
て
の
支
部

か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

役
員
体
制
は
、
三
役
す
べ
て

交
代
と
な
り
、
新
た
な
青
年
部

長
に
○
○
○
○
さ
ん（
釜
石
支

部
）、
副
部
長
に
○
○
○
○
さ

ん（
中
央
支
部
）、
書
記
長
に
○

○
○
さ
ん（
南
光
支
部
）が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
駆
け
つ
け
た
岩

手
医
労
連
青
年
部
副
部
長
の
○

○
○
さ
ん
か
ら
、激
励
と
連
帯
の

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
今
年
、11
月
に「
中

央
交
流
会
ｉ
ｎ
函
館
」
の
開
催

を
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
詳
細

に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ
や
県
医

労
新
聞
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

県
医
労
青
年
部
第
59
回
定
期
大
会

新
し
い
三
役
の
も
と

　
　
　新
年
度
を
ス
タ
ー
ト

講師の太田宣承さん

初参加者も仲良く夕食交流

新幹線で函館へＧＯ！ＧＯ！

県医労青年部中央交流会ｉｎ函館

と　き　11月26日（土）〜27日（日）
ところ　函 館 市 内 　　　　

2016年度青年部役員
役　職 氏　　　名 支　部

部　　長 ○ ○ ○ ○ 釜　　石

副 部 長 ○ ○ ○ ○ 中　　央

書 記 長 ○ ○ 　 ○ 南　　光

委　　員

○ ○ ○ ○ 二　　戸

○ ○ 　 ○ 一　　戸

○○○○○ 本　　庁

○ ○ ○ ○ 中　　部

○ ○ ○ ○ 江　　刺

○ ○ ○ ○ 南　　光

○ ○ ○ ○ 大 船 渡

○○○○○ 釜　　石



6

　

初
投
稿
！
職
場
ス
タ
ッ
フ
と

ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
、
間
違

い
見
つ
け
ま
し
た
。
来
月
も
頑

張
っ
て
見
つ
け
ま
す
。

�　

久
慈
支
部　

ミ
ル
ン
ち
ゃ
ん

　

　

　

年
度
末
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、

医
労
連
共
済
か
ら
見
舞
金
が

出
る
こ
と
を
知
り
、
申
し
込

ん
で
お
り
ま
し
た
。
そ
の
お

金
が
先
日
入
金
さ
れ
、
ち
ょ
っ

と
し
た
お
小
遣
い
に
な
り
ま

し
た
。

　

中
央
支
部　

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

　

　

　

ど
こ
の
職
場
も
大
変
で
し
ょ

う
け
ど
、
時
間
外
に
や
る
こ
と

が
多
す
ぎ
る
と
思
う
。
職
場
で

も
、
自
宅
で
も
病
院
の
こ
と
。

辛
く
な
り
ま
す
。

　

中
央
支
部　

ち
ょ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

科
内
の
同
僚
が
病
休
に
入

　

リ
オ
五
輪
、
高

校
野
球
、
イ
チ

ロ
ー
選
手
の
米
通

算
三
千
本
安
打

が
、
暑
い
夏
を
さ

ら
に
熱
く
し
た
こ

の
夏
。
し
か
し
、

も
う
ひ
と
つ
別
の

夏
も
あ
っ
た
▼
戦

後
71
年
。
広
島
や
長
崎
で
の
安

倍
首
相
の
「
非
核
三
原
則
を
堅

持
し
」
と
し
た
挨
拶
か
ら
数
日

後
、８
月
15
日
付
け
の
米
紙
は
、

オ
バ
マ
政
権
が
検
討
し
て
い
る

「
核
兵
器
の
先
制
不
使
用
」
政

策
に
つ
い
て
、
安
倍
首
相
が
反

対
の
意
向
を
直
接
伝
達
し
た
と

報
じ
た
。
被
爆
地
か
ら
怒
り
の

声
が
あ
が
っ
て
い
る
▼
安
倍
政

治
の
行
く
先
は
全
く
予
断
を
許

さ
な
い
。
選
挙
期
間
中
は
ひ
と

言
も
触
れ
な
か
っ
た
「
憲
法
改

正
」
に
つ
い
て
、
７
月
11
日
記

者
会
見
で
憲
法
改
正
論
議
の
加

速
を
民
進
党
な
ど
野
党
に
促
す

考
え
を
表
明
し
た
▼
ま
た
選
挙

が
終
わ
っ
た
途
端
、
そ
の
矛
先

を
「
沖
縄
」
に
も
向
け
た
。
７

７
月
号
パ
ズ
ル

７
月
号
パ
ズ
ル

　

７
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
30
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
７
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

グ
ミ
ち
ゃ
ん
、
ガ
ル
ボ
、

ぽ
っ
く
ん（
久
慈
支
部
）、
ピ

ロ
リ
ン
コ
、
今
日
よ
り
若

い
時
は
な
い（
中
央
支
部
）、

う
ー
た
ん（
磐
井
支
部
）、
○

○
○
○（
南
光
支
部
）、
は
な

ち
ゃ
ん（
大
船
渡
支
部
）、
７

つ
星
、
夢
み
る
お
ば
ち
ゃ
ん

（
宮
古
支
部
）

り
、
人
手
に
余
裕
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ギ
リ
ギ
リ
の
人
員
配
置
を

ど
う
に
か
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
新
た
な
病
休
者
が
出

ま
せ
ん
よ
う
に
。

久
慈
支
部　

ガ
ル
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

３
歳
の
息
子
と
取
っ
た
あ
ん

ず
で
、
あ
ん
ず
酒
を
つ
く
り
ま

し
た
。
で
き
あ
が
り
が
楽
し
み

で
す
。

　

二
戸
支
部　

よ
し
た
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
と
こ
ろ
疲
れ
が
と
れ
ま

せ
ん
。
や
は
り
年
で
す
か
ね
。

こ
の
間
、
患
者
の
方
に
、「
若

い
者
が
何
を
疲
れ
て
い
る
」
と

指
導
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
は
職

場
で
は
古
株
な
ん
だ
け
ど
ね
。

少
し
楽
を
し
た
い
け
ど
、
で
き

な
い
自
分
‥
‥
。
み
ん
な
は
ど

う
し
て
る
の
か
な
。

中
央
支
部　

ね
ず
み
と
た
ぬ
き

月
11
日
、
沖
縄
防
衛
局
は
、
沖

縄
県
東
村
高
江
に
あ
る
米
軍
北

部
訓
練
場
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
（
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
着
陸
帯
）
建
設
の

た
め
資
機
材
を
基
地
内
に
搬
入

し
、
工
事
に
向
け
た
書
類
を
県

に
提
出
。
こ
の
日
午
前
６
時
前

に
は
抗
議
す
る
住
民
達
を
押
し

の
け
、
資
材
を
積
ん
だ
工
事
車

両
は
基
地
内
へ
入
っ
た
。同
日
、

沖
縄
県
知
事
は
記
者
会
見
で
工

事
を
批
判
。
翌
日
、
県
機
動
隊

が
市
民
、
数
人
を
拘
束
。
７
月

22
日
に
は
、
全
国
か
ら
動
員
さ

れ
た
機
動
隊
等
約
５
０
０
人
が

生
活
道
路
を
封
鎖
し
、
ケ
ガ
人

が
出
る
な
ど
騒
然
と
す
る
中
、

約
２
年
ぶ
り
に
工
事
は
強
行
さ

れ
た
。
全
国
か
ら
の
抗
議
行
動

が
続
い
て
い
る
。
一
方
、
名
護

市
辺
野
古
の
米
軍
新
基
地
問
題

で
も
、
国
が
県
を
提
訴
し
９
月

16
日
に
判
決
が
出
さ
れ
る
。
民

主
主
義
破
壊
だ
▼
核
兵
器
も
戦

争
も
、
い
の
ち
を
軽
く
し
て
し

ま
う
と
い
う
点
で
根
は
同
じ
。

安
倍
暴
走
政
治
を
許
し
て
は
な

ら
な
い
。　
　
　
　
　

（
る
）



９月の予定
３日（土）〜４日（日）
	 岩手医労連第69回定期大会（ホテル大観）                 
７日（水）〜11日（日）
	 第31回岩手平和美術展（マリオス）                        
10日（土）	 いわて労連定期大会（盛岡市総合福祉センター） 
10日（土）〜11日（日）
	 県医労女性部「新幹線で行く函館」ツアー                   
11日（日）	 岩手地域課題研究交流集会（公会堂）                       
17日（土）	 県医労支部長会議（県民会館）                             
24日（土）〜25日（日）
	 働くもののいのちと健康を守る
	 第11回東北セミナー in宮城（松島）  
25日（日）〜26日（月）
	 日本医労連共済全国交流集会（福島）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
ー
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
ー
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

９
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

県医労女性部長会議
と　き　10月１日（土）
ところ　エスポワールいわて

県医労青年部長・書記長会議
と　き　10月29日（土）
ところ　花巻温泉「ホテル紅葉館」

※すべての支部から出席しましょう

と　き　10月29日（土）～30日（日）
ところ　花巻温泉「ホテル紅葉館」

温泉でリフレッシュ！

そして、労働者の権利を学ぼう！

10月の予定
１日（土）	 県医労登山（宮城県・栗駒山）                             
	 県医労女性部長会議（エスポワールいわて） 
８日（土）	 岩手医労連青年部第35回定期大会（サンビル）
13日（木）	 岩手医労連女性部第30回定期大会（県民会館）
15日（土）	 県医労第156回中央委員会（エスポワールいわて）     
15日（土）〜16日（日）
	 日本医労連第48回全国精神交流集会（神奈川） 
20日（木）	 日本医労連・10. 20国民集会（仮称）（東京）
22日（土）〜23日（日）
	 2016年日本平和大会in青森三沢                         
29日（土）	 県医労青年部長・書記長会議

（花巻温泉「ホテル紅葉館」）   
29日（土）〜30日（日）
	 県医労フレッシュセミナー

（花巻温泉「ホテル紅葉館」）
	 日本医労連東北地方協第21回院内保育所学
	 習交流会in岩手（渡り温泉「ホテルさつき」）


